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ま　え　が　き

　本報告書は、労働政策研究・研修機構（JILPT）第 5 期プロジェクト研究「多様な人材と

活躍に関する研究」のなかの「多様な就業形態で働く人々の実態に関する総合的研究」（2022
～ 26 年度）の成果のひとつである。

　日本の労働研究や労働政策において、正規雇用・労働と非正規雇用・労働の「二極化」が

問題とされて久しい。非正規の側について言えば、雇用が不安定であり、賃金が低く、教育

訓練機会が少なく、セーフティネットが脆弱であること、自身が非正規であることを「不本

意」であると考える者が少なくないこと、非正規から正規に転換するのが難しく、そのため

の足掛かりとなる中間的な雇用区分が乏しいことなどが問題とされてきた。

　本報告書では、そのような問題認識が成立してから一定の年数が経過していること、非正

規労働者保護を目的とした法政策の導入、労働力不足の進行など大きな環境変化が生じてい

ることを踏まえ、非正規雇用・労働の実態に関する知見を更新し、主として 2010 年代にお

いて正規・非正規の「二極化」にかかわる問題状況がどのように変化したのかをまとめた。

　具体的作業として、公的統計を時系列的に集計し、非正規雇用・労働のマクロ的動向を把

握するとともに、厚生労働省が実施した統計調査、JILPT が実施したアンケート調査の個

票データを分析し、非正規雇用・労働のミクロ的実態を明らかにした。

　集計・分析の結果から、正規・非正規の「二極化」問題は一定程度は縮小したと言えるが、

労働政策の課題として「二極化」問題は継続していると言うべきであり、それに加えて重要

なのは、「二極化」にかかわる問題の性質が変化していると認識することであると結論づけ

られる。

　本報告書が、政労使の関係者の参考となり、労働者の福祉の増進と経済の発展に資すれば

幸いである。

　2024 年 5 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   独立行政法人 労働政策研究 ･ 研修機構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　藤　村　博　之
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